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班一窪繭繭農薬肉辮の挑殻変動シアル層の下部が溶け同時はその部分雄大陸側から

及宵飛騨錐背斜による畿勤犬洋側紀おし上げられ牟&するを大巖側の下方から大

古生代末期頃からジ皿ラ紀節半にかけて激しい変動洋側の上方に陶か唄て斜めば隆起茄起こる葭繁者は

が行なわれて宵飛騨地背斜が生成された曲これは多分このよう匁運動はりて盲飛麟艶背斜や瀬戸内地鴛

馴化した古い地掬である大陸側淋大陸漂移のような運斜か生成慈れ花と考える､瀬戸内飽背斜のとζるで述

酬はって太陸側から太平洋側紀注適動脈たこと綻べ花よう紀肯飛騨地背斜の南側には帯軸部の隆起した

起顧するあ思われる由最近宙地磁気の研究カ婁進み世部分か大藩く艦し被せ構溝を催る曲率翰部の深部で

界各地で測定窒れ淀磁極ポ地質時代を通じかっこれは溶彪は物質が花鰯岩疑をな繊て変成された部分や

が観測養れた地靭はりて異匁る岳篤閉園紀それをその周辺部紀侵入し花､艦し被せ構造紀律棚て大洋

示す苗その合理的柾説明は大陸の漂移紀求めるより側では地層秘深部におし下はられて凄くれ込み激し

方法淋ないだるう｡京都大学笹島貞雄博士ら(螂6)終い圧かはりて三郡変成岩類をつくる亜これは前に

よる画商買求潟よび北米欧藪大陸から推定される白のべ花都城兜鉦のご屍解紀近いと思われる｡また地表

亜紀以後の極移動経路は篤蝸図の通りである目笹島では激しい火出濱動を伴い嗣時に削剥か行なわれて

先生らは現在の西南買本を基準とし淀場合の白亜編と宵いわゆるそラッ竜型の堆積物を生むだ曲これら沸相

篤三紀液潟げる首位置の軌跡を篤蝸図のよう紀示慈れ前後し塞化並行してつづげられ花と推定巷れる.こ

たζれら灯用いられ花数億や観測紀使用され淀地のような変動は閥歓的紀長い聞は行なわれ施(二畳紀後

層は平均値のようなもの(統計的な値)溶ので若平の期から多分ジ楓ラ紀繭串蜜で)鷲ある夢から大陸側か

問題もある麦思われるカ婁肯い浸水列島赫地質時代を通るの圧迫秘中絶讃花は弱護り淀時記深鰍籔くれ込ん

じて同じ位劇ζは粧かりたであろうことを派している皿だ肯い三都静は隆起したと恩勅れる拮隆起する部分で

このような錫象ポあるから紀は地殻あその深部をの聞は堆積物は激しく削剥されるであろう.この地殻変動

紀はヱつの動き茄あ鴛だはずである由地球物理学的暖の後半ではこの変動の影響をうけて瀬戸内地背斜の

見蕃と飽殻を構成する花陶岩質部すなわちシアル層はめぱえ嚇あη液に違いない自これで肉帯側の上部三畳

下の玄斑岩質部す匁わもシ嘩層の上熔浮んでいると誇克系やジ鰍ラ系は外帯側のものとぽはり替りと隊列慈れ花串

られる･そこでその聞は大陸を漂移させる動きがあ烈吉飛騨の帯軸部の隆起は三畳系長門層鮮や下部ジ狐

淀終違い扱い｡ラ系来馬層群のような帝ラッセ型堆積物を残しその

激しい圧迫を受けてあるいは微の源顕も加わって南隈は中央構造線のよ雪な大き狂断層を作ったであろ

う｡この断層は小林名誉教授かかって内帯申央線とよ

30㌧ばれたもので酋生界と飛騨変成岩類とを境するがそ

㌔30.

､更/＼の後の孚取累麟やよ蜻い地駄鵠われるので今

､びい､一㍑で脇れないけれども構造的にその鯖を否定す

μ尋'設猟λ蹴る二孟器蕊ふ園地方で三畳紀中期前に起こったが

独!む!E榊'=､c『

箏鷺伽繁災㌘

,鮒･1一λびC罫繊く肱凧噺下船醜肱γ舳醜)Jジュラ

紀㌘三鐙紀夢二鐙紹C稀籏紀Dデ余ン紀Sシ

びルル編｡豊漁ンフジア紹｡�



一2一

飛騨高原には見出されない.東部の北アルプスの北辺

部の変成岩にはことによると一部に三都帯が存在するか

も知れない.このよう1こ考えると飛騨帯の堵看のK

-A法による絶対年代淋ジュラ紀前半に当ることの説明

が容易である.

衝上運動ほ多分ジ訟ラ紀前半で蛸殻秘可塑懐を朱ケ

を共に帯軸部付近ではほとん竺終り花を思杉れ肋婁

蛸表逝くでは瀬芦内飽背斜による衝上運動紀並行して

清動し飛騨高原では纂簿本衡上藻串團地方では山陰

衡上系&して残吻花帯しかしいずれも瀬戸肉蛸背斜

によりて地殻淋可塑性を炎粧簑蜜で続いたであるう苗

これは葡の時期の吉飛騨変動熔よりて可塑惟を朱り花前

縁部熔は大嬢側の圧遺淋瀬戸肉変動紀よって可塑性を

朱なう漢でつづい花こ&を禄す謂凄ら紀青飛騨変動

に伴う火閑清動は変動の性格が瀬戸内変動紀似ている

こ芝がらみて激しかっ花芝携殖蜜れるが直接の誕拠

ば溶い由しがし三畳系終含護れる花闘斑砦襟や貞璽

系看徹貞綴灘申に姿鐙悠含蜜れる肴英斑潜礫は幾時の

火山清動の産物と考免蕃より解釈の仕方が扱い曲

漢酋飛騨褒動をは酋飛騨地鷲斜蜜傍機花鑑動蜜携し地質

黒燃一黒1鱗母での試花欄騨褒動を致称篶施も⑳で藩篭封一

般に秘吉蜜動差慈扱鋤至難讃は歓劃鵬1鳩鐙鰍胡醐竈の

もの&屍るのでこの嶺榊批島ない山禰騨褒動獄小赫究

劉はって他のものを添すのでごζで獄宵飛騨褒鱗をよ蕃由

第174図顕繭貝本およぴ就来1歎藪大嬢から擁憲凄叙義禽醒総救

犠の糧移動経麟(艦籍慮雛陰呈1繍)

㌫禽亜紀c葦ζ宵禽藪紹c壌:瀞爵醒紀獄:酋簾蓬轟

ろ弘そうして衝上鋤錐沸動意はじめ大きくみる

と推し被せ構造をつくる｡その移動は短時間でないの

で地表では堆積も行なわれるであろう､移動量が大

蜜げれば削剃も大曹い花ろうから特殊の堆積物がで

き上るだろ多串筆者はこの種のものを地背斜の北側

では硯石層灘で古飛騨の影響を茅けたものが手取累

層鮮と見る也他の粗粒なものを含な白醒系もモ茅ヅ

竜の堆積物であるう唖

帥ζの戎たよ資紀串團飽ガでは脇野下関両醒属灘

悠匿分塞れる関門層灘の標武飽の周辺を除く当両醒層

灘の識別が騒難で蕗る蛸層すな杉葛硯看層灘の堆積然

勅るヨそして一部は成羽付近なだで薄い鉤層淋衡上地

塊の下側にあ繍慧その上紀宵生界が衝上しこれを不

整合に潟溝りて硯看層灘の主部淋位置する苗硯肴主部

1ζはし陵しば下から上紀胸か欄て看灰砦の小礫坤申

礫吋大礫叫巨礫叫臣犬礫(?)をへて摩大礫状看次砦の上

終瀦色砂着頁岩漢花は雑色の礫者からなる飽層沸の

る苗この礫砦は看灰砦礫か犬慧い憾淫宥阪砦穣の鐙

秘糟す僚胸梯ある曲そして看灰砦の大書い礫を側方随

遼ざが蕃と石豚砦磯の量を滅むて大曹く屍ると看灰砦

礫岩秘レンズ状をしている苦ごの虞うな異常詮屍られ

る堆積秘広い髄囲紀お淀鶯ているこ&は看豚砦の崖⑳

下熔崖の崩簸物がその蜜漢堆積し花登は解釈㍑晩い､

ζのよう匁堆積赫屍られる硯看層灘窒部の上ぬ耽部飽

繊の阿哲台や帯釈台で大蘭梢秋薔稿の煩か踏るい

は秋害相の宵生界が衝上する苗帯釈台では下側の大閏

相は州酉層で海滅鰯帯の化宥を産じ上紀の欄てい

る秋吉棉の石灰砦の上部も海滅鰯瀞を倖い'凄花看

炭系から二畳藻紀め花る秋曹相の宥灰潜の上紀整含(?)

ないし衝上する大閏相は阿哲台の寿内綴やその桐当層

でこれからも施減鵜静の化石が飾られている.全

一一婚一一葦自醒編ぽ糊責る書紋鰯約軌臓

一鰯一一婁酋第蔓細ζ鋤帖宵紋鰹の軌跡鰯学の負度は骨格練が子牛

繊と猿す薦度養嚇す

露;帝央構鐘線

も;フ嫁繋繁玲ダナ

奪1飛鰯外縁構造綴(笹島虞雛ヱ鱗)�
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銚ω轡聯畦舳垂嘩

……咄凸…て蹴咀惹繍欝め機側

第176図成羽箭課禽阿衡台の警鐘嬢の硯看綴灘と誰変成酋盤堺の簿上関係を残す濠武藤面畷

南部の成羽村遊で1ま碩看鰯灘堆積初期紀街上勇牲篶蟻積刺ζ良犬な煮腿鐙の鎧鑓壷縛榊ている.北翻の帝釈台で1ま畷須鰯簿の五績繊

上断鰯で爽褒磁宵生堺が⑳つでな喝.繭部淡ら就繍こ嚢る鰯上地錐の転繊ま章ヒ隠婆潟そいと鑑定さ叔る｡北部で獄東方の閥暫禽で歌

書累懸離熔誇肉綴秘鐙含紬ん麟綴でのり仙'鋤婁替内相当綴剛鰯溺縁静綴禽では獄舎累綴欝の刊鵬義阿哲脅を帝釈脅を塗餅せて

縞蝿戯晩秋畿鰯灘の上下伽吠鯛醐婁く腿し全体甘て横瓢脈大鷲鋤機憲批る黛:簿上騎鰯

山陽系の簿上運動よりも山陰系のものが遅れて完成す

るがこれは地殻の剛化の差動はるか衝上地魏の一

部粗削鋼で断たれ危ようなこと紀趨園する愁ろう衙爾

街上は共に玲岩一安山岩(両値踏岩類や曹禽安出岩類)

や流紋岩類(高蘭および阿満流紋岩類欝)亭はっておお

われさらぽ後から花開岩類の質入をうけ花､

飛騨高原では地層肉ですべりを生むたりはげしく

繕鵡したり時には地層内の一部のもの淋転位したり

して激しく擾乱慈れる美濃層灘や等敢累層灘の上に伊

勢愛成砦類デ添ン系上穴馬層灘秘書棉の宥炭系や二

畳系越前層灘など淋簿上地塊をつくりてのっている｡

芋敢累層緯の雪ちの九頭竜層灘は前妃のべた内帯中央

線紀幾る地域などの上をおおい飛騨変成岩類と美濃層

鮮&の双方をおおってその分布はか租り隈窟窓れてい

るが宥徹自層灘は広範囲紀わ花る出講簿本衝上地塊

を潟おう看撤自層灘は筆者は未発屍であ繍裏金派大学

山囲一雄先生ら(夏966)による詮伊欝変成岩類の一部

?上に認められる占いわれ乱表唐本街上系と反対方

向に動いた裏濁水衝上地掬を恋す飛騨変成砦類の上には

明らか陪肴徹自層灘茄のりているのでζのようなこと

がありてもおかしく扱いだろう苗

これらの衝上蘭はいずれも大きくみるとほとんだ

水平に近いが波打物て起伏して潟ゆ多くの小さい衝

上断層を伴って衛上地擁紀は鱗片構造がつくられる､･

衝土飽掬の下盤紀もそれ紀似危地層内でのすぺり1は蕃

麟層秘で巷ている､裏簿奉街上系では表簿本街上第お

は反対方向に動き北碩側から南東に陶がうもの雅主体

である添一部には反対に表属本衝上系に見られるよう�
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国舞鱗破久賊雛雛鰍飾欄祷/拙幽蜘

醒轟鱒紬鱒鱗麟:麟静㈱･販葭洲

題璽繊細雛鮎纐鮒1翰好1糞鰍熾価伽1)

騒

鞭紬三繊蔵纐'較:､臓鰍脇1萎鮒1謹㈱)

義澄箏簸壕美㈱噸欝婿二鐙吐綴覆鑓薬硝機械巻

葵濃乎演彰〃靖噸翻二騨素蝸燦篭制蓮

鶏蝦鰯

舞鶴欝と帝

の遜錯め地

質擬念鰯

磯滋雛蔭

豆鰯)

のが花陶岩類であろジ瀬戸内周辺の花熊岩の年代

は新自亜紀串であってぽぽ上記の諸流紋岩類の堆積と

時期を同じくする畠飛騨高原の花鶴岩類の時代は貞醒

紀最末期から吉第三紀初頭蛇わたって流紋砦類の堆積

後期漢花はその後を涼している硅これら両地域の花鰯

潜類質入の時期のずれは蜜た両地域の衝上運動の終息

のずれと一致する曲換言すれば衝上地競の転位は花鰯

岩類の買入をもって終息する｡この終息は飽穀が可塑

性を失四花と兇られるので可塑性の消失それ自体が

花筒岩類の貫入の影響と考えられよう帝

狂るような関係ぽあるのでは扱いかと想像できる.も

しそうである匁らば背くから活動し花ものや新しく活

近に知られ厚さ数エ00mのアシ谷珪長岩の噴出が石徹､

自層群堆積帝紀屍出されている､

彩霧撃鶴鵜;な磨は紛諦ぎ繁蕎繕董爽婁撃纏譲露憎三譲妾嚢………畿繋⑳達…{犬にっし､

ての一箆解

夜久野岩類の帯状配列の方陶は盲期岩層の配列虹対

して緩く斜交している｡籍夏η閲紀東部地域の配列を

示す苗夜久野岩類をよぱれるものは種冷の岩質を含

む帝愛輝線砦変閃緑岩一変斑梅岩紀属するもの秘最

も多く変化繍質砦褒瑳畏渚もあり一部紀は蜷紋砦

を伴う由変輝緑岩は宵生界串のいわゆる輝緑凝豚砦の

一部と類似する由変閃縁砦一変斑繍砦は花鰯質砦や珪

異質岩に賛か牝ると誇えられる古凄花角閃岩やその微

の変成岩をも伴う､変成砦は河守変成砦とよばれ器一

A渕はる年数派側定され霧,蝸～2｡蝸却由η億年と算

定慧れ淀(地質調査所柴囲賢猪木幸男面技官鯉壌6)､

この単数は三鐙系前期末瞬を示す,河守変成砦の変成

された時代が望畳紀前期末頃とする&主翼なものであ

る変閑緑岩一変斑板岩の貫入はそれよりも後の時期と思

われる由市川山下両先生ら(螂6)伸猪木技官(夏螂)

が指摘したようにあるいは黒瀬川帯の火成岩類と近縁

なものかも蜘れ恋い｡しかし河守変成砦の地質時代

がその凄漢他の岩石の時代を示すもので溶いと思われる軸

最近山Q大学村上究生の採取し花長門構造帯の近くの山

P県平野の循髄質岩の時代は約遂億年と測定された(河�



南北

鵬叢瓢芦蟹払含撃雌傲

三三郡変成帯(三畳系･ジ盈ラ系･白亜系硯石層群を含む)

欝鵬鰯夜久聚塩基性砦類と舷の地質素繍の闘録を観瞬する模式蕨颪図

趨擦秘底豪横切る鑑創嚢夜久騨祭類熔大爵くみて縞北婁列慧の

鶴含は一翻で遼織し溶いζを翁嶋葛.cの揚禽縁不規剛濠瀦の

小鎗俸翁瀬広く分禰嚢する.藷隊獣薮匁した複狐欝鐙類勤枇鮫

約縫馴嚇分で1重舞鶴瀞の篶経連続栓…ことむ秘鎧廉恥簿がつ

削と鮒鵬爆榊蝋鮒補遺織軌wj潜

鉢童噺序鰍ζ頚勅杓砦床状のもの秘事鷲炎する蟻含はψQ県下

のぶ餐1ζ大賀鱗土嚢怒はそ柳ご相娑する衝上麟糧&して魏われる

とみられる.

い領家帯のようなところからもたらされ花がも知れない.

かれている,

繁者は津山の凍方で上部三畳系を局部的におおった

ような分布を認め恕硅夜久野砦類の分布地滅を見ると

大局内樽は串央兼変成帯の南北縁辺部の逝くで優勢であ

り本岩類分布蛸域の近祷の非変成帝紀はしばし陵上部

二畳系の舞鶴層灘相当層か見出されている,裏た本岩

類の近く1ζはしばし凄三郡変成岩類三畳系のほか硯看

層灘か蒔終は相伴いあるいはこれらの一部淋見出され

る哺これらのことから小林先生(エ卿)が述べられ淀

よう紀大賀街上線すなわち中央非変成帯と下位の三都

帯との境の低痛度断層悠ぞりで岩床状に貫入し症とみ

ると本岩類の分布秘説明しやすい､第蝸鐵のよう紀

複向斜状の貫入であれば波の部分を通る地質断簡では

夜久野岩類は南北祭列とな資遷塞で瀞蜘され花地域で

は時には断続し地動婁｡の醐雌本砦類は幅広く散点

した分布を示す彫るう世貫入砦であるから時には三

津砦類はしばしば圧砕窓れて蓑ロｰナイト化してい

る自このことは岩床秘貫入する時または貫入後に地

殻変動を資は花ことを弟す疽これらのこをを除いて

本砦類の性格輿入の様式および貫入時甥恋将について

は凄だよく判らない.

概一騎藤繭冒本⑳構造発鐘に願す篭賭察

資本の串生界は前に掲げた幾つかの対比表とくに

白亜系のものについて屍られるように四万十累層灘の

と沖紀向かっている苗

これらの地層と共に四万十累層群までを含めて考克る

と古生界の秩父地向斜から古飛騨地背斜に移るにつれ�



地

秩父

累箭

第179図

繭高目本1こおげる模

戴的地質鱗面図

衆蔵川機造鮒ま山陽

衝上系の一部仏

像線は衝上断層

山陽地塊および四国

の衝上地塊の双対ζ

横瓢した複背斜勇わ

くられる

筆者がのべた西南日本の大構造に関する兇解は第17

9図の中国から四国にかけての模式断面図として表現さ

れる.

中央線の北側の領家帯はいわゆる下仁因構造帯がら

関東平野の下に伏在する.山下先生ら(1965)は下仁囲

帯の花肉質岩を領家の一貴をみなきれているようで潜る.

都城先生(笠鰯)は濁立地方の花筒砦類潟よび陳斌隈

山地の変成岩類柾とを一清して･阿斌隈窒部褒成砦欝と

よび領家帯の延長&蒐微し花刊'砦欄紀蓬翼湯塙るご

とからこれぽ反対の意蒐をもつ人も潜る.脳下先生ら

(螂6)は花鱒閃緑岩類と日立音生界との関係を第脚團

のよ登紀説明され淀岳この模武断繭図で花筒砦閃緑砦

を領家帯赤沢結晶片砦類を三波川帯金{弱変成岩類

や鮎川黒竜頁砦層旗ぎを音生界おするお領家帯か三波川

帯の上に街上する初期の段階を系すものとみられる曲

もしもそうで移れば蘭蜷井の花肉質岩(下仁囲帯)に

似花ものか三浪州幣などの上に街上してそれ秘跡禽帯

の州森山石英閃緑岩類に相当し跡倉層はぞラッ竜に当

るように思われる.･今後の研究に漢つ.�
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う.

麓艦時階⑳溝動

噺央構造線熔そってその北側紀長野県から和歌山県紀

わたって最大の幅はδ⑪⑰狐時ぽ^狐をこえる特種恋

岩看からなる瀞秘ある｡この砦1石は㎞種の圧襟岩類で

あゆて場所はよっては鹿塩沖一ナイト婁たは鹿塩片

麻砦類の鳩でよばれる苗鰯国から酉ではζの種の圧砕

砦はほとんε知られていない唖

東北大学元教授石井清彦博士(醐⑪)は?万蟻千分の王

恵那山図幅の作成に従事し領家深成作用を串生代以後

第三紀前記趨こつ液とし篤五～第餐期紀分類され花世

この際じ峨うらい圧砕岩を慈れたものは最終段階肥買入

し中央構造線ぽ断淀れたとのべ花白このことは領家

深成作用の時期を中生代に限定すると共終鹿塩ミ資一ナ

イトに対する新しい見解を投じたことである｡

信州大学杉山隆二教授(五鰯)は長野県遠山付近の鹿

塩片麻岩の調査研究ぽ当った.おもなるものを要約し

よう.

��

汢�

夢

欝螂鰯

一

舳舳:鱗燃11(

㌔'＼L｣幻!帥

買童街鐙堺の嚢くれ土滋動概念鰯

(座下舜ら猫艶)

/竈)塩基性砦は錐入時の匪砕催周

岩ぽよる変成作用塗うはた

固結後の圧砕作燭花開

(δ)花開砦は避入時の圧濫作用をうけた

これらを総捲して薫勲一ナイト糠砦宥は飽殻変動(と

く紅摺曲作用)紀起因する偏圧の下記塩基性砦および

花簾踏類の砦鍛淋謎入しその周辺に粘いて半深成的

条件の下記砦鍍の昇騰圃緕を圧枠と秘交互浸透的紀

おきて生成され花とのべられている吐

坪井誠太郎東大名誉教授(エ鰯)は杉山兜生の研究や他

の学者の論拠を合わせて和集層鮮堆積後の断層線を中

央構造線(秘搬搬搬玉棚飾一i鴛隻)とよびそれ以前の

ものは中央庄枠帯(脇ai狐町亘⑪搬鮎◎双卿恥e)の省

を与えるべ慧澄とされ花莚

地質調査所平山健博士ら(蝸7)は5万分の王吉野山関

幅で詳細な報告を書加花､ζの飽域では薫嘗川ナイト

化し淀ものは最大の幅が眺狐に達し一般に申央線紀

近づくぽつれて強い圧砕作用をうけるか部分的にはレ

ンズ状のことも海るといわれる害深成岩類とく紀籍霧

母禽閃看椛鰯砦などか圧枠されてでき領家変成作周以

後の数次の断層還動の鱒期ぽ生成され従&みている宇

ここに注意すべきごとはミ遣一ナイト帯に穐壊層灘と思

われるものがもみ込塞れていることであり薫鴬一ナイ

トで代表される鹿塩時階は必ずしもそれよりも新しい

とされる布ノ川や砥部の爾時階より吉いとは蕨曽しが花

いとする矢部先生の見解も生ずる｡小林名誉教授(蝸

姐蝸⑪)は俊川造山帯の中核後方部(頒象帯)紀砦擬

か遊入して隆趨かおこ簑隆起部が嘩核前繭部である三

波川帯の上紀衝上し花｡衝上帯の商壁では圧砕と欝断

と紀よ吻て鹿鑑圧枠岩秘作られた｡こうして中央構造

線か誕生しだ自厚さ数五⑪⑪徽に達する臨塩ミ漂一ナイ

トを作るよう赦運動が衝部で行なわれている時期は造

山帯の北嚢は東に移動をはじめて関東蜘地では大霧衝

上帯淋で書た､隆趨した領家帯の花陶岩秘外帯の窟古

階の礫砦への供給地であり串央構造線の最初の出現は

富音階蔵節の鹿塩時階であると屍徴室れ花畠

先生はさら紀一方では横禽火成砦(花陶砦類閃緑岩

抵将のほが蛇紋砦蜜でを一播)は佐川造{時階の後期に�
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領家の迷入よりおくれて秩父黒帯中の主要衝上繭に遜入

したと見微し他方では上部ジュラ系鳥巣鰯鮮から富古

階前の白亜系終含繋れる花鰯砦質ゆ供給はジ蕊ラ紀よ

り古い時期において瀬戸肉で花鰯砦鍍の活動秘あって横

倉火成岩類ができこれカミ隆起削剥されて後に深部

虹領家花開砦類か侵入さら紀隆起すること1ばって現

在見られるように領家花筒岩類が広く露出するに至った

とのべている目星つの考えの間の矛盾についてははっ

きり説明されてい在いようにみられる｡

小林説の多くの部分は筆書の見解と似ている.小林

先生の説では多くの現象を何時も順序正しく表現しよ

うと試みられ花｡錐者は基本約な地質現象一地背斜の

生成一の下において付随的な地質現象は相互終複雑ぽか

らみ合いある跨は順序正しく跨紀は逆はなりだり並

行的に進んだりしたと考える岨後期中生代の出来寮を

再び干こでくり返レてみよう帯

ジ猟ラ紀の中頃(?)から瀬戸内地背斜が起こって深部

の地層を地表はもたらせ大規模な推し被せ構澄をつく

りかっ瀞蜘が行扱われた,隆起地帯を外れるとその

南側てば地層が深部にまくれ込みさらぽ離れ花をころで

は削剥妻れた物質が新しい地層と扱って堆積しだ｡地

背斜では隆起と共紀砦擬の迷入1はる深成褒成作用が

まくれ込ん鶯三波川帯では変成作用がほとん柱時期を嗣

じくして起ζった｡これらは倹なく共自醒紀末まで

またはその後まで引きつづいて行溶われた吉早期ぽ深

部から上昇した横倉複合着匁どの礫は鳥単層灘だけでな

く秩父黒帯の自璽系全体に供給されだ､大書匁襟を含

みそして比較的に厚いこのよう恋礫岩は隆起ないしは

壊し被せ運動の激しさの尺度を示すものと思われる.

鈎背斜の隆起は緩急や停止護淀は鱒として沈降など間

歓的紀遼ん澄であろう.大曹な逆転構造がで書でし

かも地質系統赫異なる部分では麟層がで書花か岩質が

はなは流しく異なる場合しかも双方秘餅属の生成に対

して抵抗赫大きいならば圧齢砦は顕著匁ものが生ずるで

ある争唖地背斜の激しい隆麺の際は寓側では深部に

内かつて大書くまくれ込みを起こすであるう赫隆起

か停止塞危は沈下するような時期には寓側では上昇秘あ

って変成された三波川帯か領家帯&直擦終くつつくは

至るに逢いない｡鹿簸薫潔一ナイトはこのよ多な艦

し被せ構造に伴って領家帯の繭縁部で生じた衝上騎層に

よる圧砕岩であるうか蜜た同時期ぽ澄入した深成砦類

自体が領家帯の商隈部で厩襟変成剛乍崩牟うけ花も

のとみるべ慧であろう凸これらのζとから考る免と鳥

巣層鮮堆積前にはすでに中央線の胚芽があり翻廉層灘

であるう､

の捕獲岩が取込蛮れ凄たミロｰナイトが構造線によっ

て切断されるというこをも生むたと考えるべきだるう｡

小林先生(王941

1950)は鹿塩ミロｰナイトと横倉火成

→峠

訂正醐猪嚢買第麟図遣寵(制1騰一義鵬想騎)

W凄号釜買繁工鱗図厳蘭綴A鳥鶯則重縛母が逆
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